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            午前１０時００分 開会 

○議長（稲岡正一君） それでは、現在の出席議員は２１名で定足数に達しており、議会

は成立いたしました。 

 ただいまから平成２０年第２回阿波市議会定例会を開会いたしたいと思います。 

 これより本日の会議を開きます。 

 それでは、日程に先立ち、諸般の報告をいたしたいと思います。 

 まず、議長会関係について申し上げます。 

 去る４月１０日、徳島市において第１３６回徳島県市議会議長会定期総会が、４月２３

日には、高知市において第７０回四国市議会議長会定期総会が開催されました。徳島県市

議会議長会定期総会では、会務報告などの後、第７０回四国市議会議長会定期総会への提

出議案などについて協議を行い、すべて原案どおり可決、決定をいたしました。第７０回

四国市議会議長会では、事務報告などの後、各県市議会議長会から提出された議案につい

て審議を行いました。その結果、本市提出の「吉野川における無堤地区の早期解消及び内

排水対策について」などの３件が、第８４回全国市議会議長会定期総会の提出議案として

決定をされました。 

 なお、吉川精二君、三浦三一君、原田定信君、香西和好君、三木康弘君、月岡永治君、

私稲岡正一の７名が四国市議会議長会により永年勤続議員として表彰されましたので、ご

報告をいたしておきたいと思います。 

 また、５月２８日及び２９日の両日、東京都において第８４回全国市議会議長会定期総

会が開催され、出席をいたしました。総会では、内閣総理大臣を初め来賓のあいさつ、永

年勤続の表彰、一般事務及び会計報告、議案審議があり、部会提出の「真の地方分権改革

の実施について」など２５議案及び会長提出議案の「地方税財源の充実強化に関する決

議」など３議案について審議を行い、議決をされました。 

 なお、阿波市提出の「吉野川における無堤地区の早期解消及び内排水対策について」も

原案のとおり議決をされました。 

 続いて、各委員会合同会議が開催され、阿波市は、評議員会評議員に選出をされまし

た。 

 なお、吉川精二君、三浦三一君、原田定信君、私稲岡正一の４名が全国市議会議長会よ

り永年勤続議員として表彰されましたので、ご報告をいたしたいと思います。 

 次に、組合議会関係について申し上げます。 
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 去る３月２８日に、徳島中央広域連合組合議会定例会及び中央広域環境施設組合定例会

が、３月３１日に、阿北特別養護老人ホーム組合及び阿北環境施設組合並びに阿波火葬場

管理組合定例会がそれぞれ開催され、出席をいたしました。また、阿波市水田農業推進協

議会などの諸会合にも出席をいたしました。 

 以上の件の詳細については、議会事務局に関係資料を保管してありますので、ご高覧い

ただきたいと思います。 

 次に、監査委員から、平成２０年１月、２月、３月、４月分の例月現金出納検査及び監

査の結果について並びに平成１９年度工事監査結果の報告書が議長あてに提出をされてお

ります。報告書を事務局に保管してありますので、ご高覧をいただきたいと思います。 

 次に、本日までに受理いたしました陳情書などについては、既に配付のとおりでありま

すので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 次に、市長から、お手元にご配付のとおり、議案等の提出通知がありましたので、ご報

告をしておきたいと思います。 

 去る６月２日に開かれた議会運営委員会で、ミャンマーサイクロン並びに中国四川省大

地震の被災者に対し、議員１人当たり１，０００円の救援金を日本赤十字社を通じて送金

することに決定をいたしましたので、ご報告をいたします。 

 諸般の報告については、以上のとおりでございます。 

 それでは、これより本日の日程に入ります。 

 本日の日程は、お手元に配付いたしましたとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（稲岡正一君） 日程第１、会議録署名者の指名を行います。 

 会議録署名者は、会議規則第８１条の規定により、７番篠原啓治君、８番吉田正君の両

名を指名いたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 会期の決定について 

○議長（稲岡正一君） 日程第２、会期の決定について議題といたします。 

 会期の決定については、６月２日に議会運営委員会が開かれておりますので、結果につ

いて委員長の報告を求めます。 

 吉田議会運営委員長。 
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○議会運営委員長（吉田 正君） おはようございます。 

 議長の指名がありましたので、議会運営委員会の協議結果についてご報告をいたしま

す。 

 平成２０年第２回阿波市議会定例会の運営協議のため、去る６月２日午後２時より第１

委員会室において委員全員出席のもと、議会運営委員会を開催いたしました。 

 まず、今期定例会の会期については、慎重に協議いたしました結果、本日から６月２６

日までの１８日間と決定しました。議事日程については、既に配付しております日程表の

とおりでございます。 

 次に、代表質問、一般質問、質疑の通告書の締め切りは、あすの正午となっておりま

す。議会の円滑な運営ができますよう、議員の皆さん並びに理事者の皆さんのご協力をお

願い申し上げまして、委員長報告といたします。終わります。 

○議長（稲岡正一君） お諮りいたします。 

 本定例会の会期について、本日から６月２６日までの１８日間とすることにご異議ござ

いませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（稲岡正一君） 異議なしと認めます。よって、会期を本日から６月２６日までの

１８日間と決定いたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 行政報告 

○議長（稲岡正一君） 日程第３、行政報告を市長に求めたいと思います。 

 小笠原市長。 

○市長（小笠原 幸君） 改めまして、おはようございます。 

 開会に当たり、ごあいさつと行政報告を申し上げます。 

 本日、平成２０年第２回阿波市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にはお

忙しい中ご出席をいただき、本当にありがとうございます。また、日ごろは、行政全般に

わたり格別のご支援、ご協力を賜りまして、心から厚くお礼を申し上げます。 

 さて、諸般の報告についてご紹介がございましたけれども、このたび全国市議会議長会

並びに四国市議会議長会より永年勤続表彰として稲岡議長を初め７名の方が長年のご功績

に対しまして表彰を受けられたわけでございますけれども、心から敬意を表しますととも

に、お祝いを申し上げます。 
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 さて、本市の道路整備事業にとりまして歳入面で大きな影響のあります道路特定財源に

つきましては、暫定税率の維持を求めて各種要望活動を行ってまいりましたけれども、関

連法案の成立を受けて、本年度分の地方道路整備臨時交付金の内示がございました。国費

の補助割合は、事業費２億１，３００万円の６０％、交付額にして１億２，７８０万円が

見込まれております。 

 次に、公共事業の調達につきましては、全国的に透明性、競争性の向上や効率化、コス

トの削減、情報の公開などが求められております。 

 このような中、本市においても本年４月より防災対策課に入札契約及び検査に関する担

当を配置し、統一した基準での入札契約事務執行や電子入札の導入、集中検査による公

正、効率的な検査の執行に向けて取り組みを進めております。 

 なお、電子入札に関しましては、徳島県電子入札システムと連動した入札制度の導入を

予定をしており、本年度後半より試行的運用を行い、来年度より工事請負について本格導

入を図る日程で事務を進めておりますけれども、事務の効率化を図るためには、契約関連

業務の電子システム化が必要となります。このため、今議会の一般会計補正予算において

入札契約関連システムを導入するための関係予算を計上しておりますので、よろしくお願

いを申し上げます。 

 次に、４月２５日、阿波警察署との間で「暴力団の市営住宅の使用制限に関する覚書」

に調印をいたしました。去る３月定例議会において、入居者及び周辺住民生活の安全と平

穏の確保の観点から関係条例を改正いたしましたけれども、暴力団同士の抗争や傷害事件

が全国的に多発している中、関係行政機関との連携のもと、暴力団による脅威から市民を

守り、平和な社会秩序の維持に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、５月７日、第１０１回徳島県市長会議が徳島市において開催され、本市からの提

出議題であります「一級河川の整備促進と維持管理について」などの案件が四国市長会議

に要望することが決定されました。この後、５月１５日に愛媛県八幡浜市において開催さ

れた第１２４回四国市長会議において「吉野川河川整備計画の早期実現を図り、無堤地区

（特に阿波市伊沢市から勝命地区の間）を解消する河川整備をより一層促進し、堤防の早

期整備促進を図ること」が、第７８回全国市長会議における四国支部提出議案となってお

ります。先ほど報告がございましたように、このことは議長会の要望決議と同じ内容にな

っておりますけれども、工期は今後はこれが早期整備が図れるよう最大限の努力をしてま

いりたいと思います。 

- 7 - 



 次に、５月２５日、吉野川・那賀川合同水防演習が、吉野川大橋下流河川敷で行われま

した。これは、国土交通省、徳島県、県内市町村、水防団などを初めとする関係機関の密

接な連携のもとに、水防工法の習得、情報伝達、人命救助を中心とした訓練を行うことに

より、災害に対する意識の高揚を図ることを目的とするもので、私も藍住町長とペアとな

り、土のうつくりを行いました。 

 また、先ほどの議長と同じ報告でございますけれども、ミャンマーのサイクロン災害や

中国四川省における大地震など、世界的にも未曾有の大災害が発生しております。これか

らの台風シーズンを迎え、また近い将来に南海地震の発生が予想される中、市民の生命財

産を守るため、安全・安心に対する一層の取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。先ほど議長のご報告と同じように、私たちも市職員全員が、気持ちだけではございま

すけれど、お見舞金を日赤を通じて送ることに決定して、既に送らせていただきました。 

 次に、５月２８日、チャレンジデーが開催されました。 

 チャレンジデーとは、毎年５月の最終水曜日に世界じゅうで行われるスポーツイベント

でございまして、人口規模がほぼ同じ自治体同士が１日に１５分以上何らかの運動をした

住民の参加率を競い合うものでございます。市民の健康づくりと町の活性化のきっかけに

なればと一昨年より参加を始めたものでございますが、今回の対戦相手は、人口３万９，

０００人余りの福岡県の大川市でございました。 

 当日は、市民の皆様、特に自治会長や自治会の皆さんを初め多くの市民の方々のご参加

と協力をいただきまして、ウオーキングやラジオ体操など、それぞれの年齢や体力に応じ

たさまざまな形で積極的に参加をしていただいた結果、おかげさまで参加数１万７，２９

１人、参加率４１％というすばらしい結果で勝つことができました。 

 スポーツは、心身の鍛練やメタボリックシンドロームという内臓疾患を予防するという

健康増進にも役立つだけでなく、市民相互の交流を深め、豊かな地域社会の形成に大きな

役割を担っております。今後とも、だれもが気楽に運動できる環境づくりや健康に対する

取り組みを進めてまいりたいと思いますが、このたびの市民の積極的なご参加に心から厚

く厚くお礼を申し上げます。そして、感謝しながら、開会に当たりましてのごあいさつと

行政報告とさせていただきます。皆さん、本当にありがとうございました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて（平成１９年度阿波 

              市一般会計補正予算（第５号）について） 
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       承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（平成１９年度阿波 

              市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について） 

       承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（平成１９年度阿波 

              市老人保健特別会計補正予算（第３号）について） 

       承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（平成１９年度阿波 

              市介護保険特別会計補正予算（第５号）について） 

       承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（平成１９年度阿波 

              市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい 

              て） 

       承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（阿波市税条例の一 

              部改正について） 

       承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて（阿波市国民健康保 

              険税条例の一部改正について） 

       承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて（阿波市手数料徴収 

              条例の一部改正について） 

       報告第 １号 平成１９年度阿波市一般会計継続費繰越計算書について 

       報告第 ２号 平成１９年度阿波市一般会計繰越明許費繰越計算書につい 

              て 

       報告第 ３号 平成１９年度阿波市水道事業会計予算繰越計算書について 

       議案第４３号 平成２０年度阿波市一般会計補正予算（第１号）について 

       議案第４４号 平成２０年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

              号）について 

       議案第４５号 平成２０年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

              について 

       議案第４６号 阿波市教育委員会委員定数条例の制定について 

       議案第４７号 徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の 

              減少に伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更について 

       議案第４８号 教育委員会委員の任命について 

       議案第４９号 公平委員会委員の選任について 

       議案第５０号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 
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       議案第５１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

       議案第５２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

       議案第５３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

       議案第５４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

       議案第５５号 固定資産評価員の選任について 

○議長（稲岡正一君） 日程第４、承認第１号専決処分の承認を求めることについて（平

成１９年度阿波市一般会計補正予算（第５号）について）から議案第５５号固定資産評価

員の選任についてに至る計２４件を一括して議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小笠原市長。 

○市長（小笠原 幸君） それでは、今議会にご提案しております議案につきまして説明

を申し上げます。 

 提案をしております議案は、専決処分の承認案件が８件、報告案件が３件、予算案件３

件、条例案件１件、その他案件１件、人事案件８件の計２４件でございます。 

 なお、専決処分の承認案件につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定により

まして専決処分を行いましたためこれを報告し、承認を求めるものでございます。 

 まず、承認第１号は、平成１９年度阿波市一般会計補正予算（第５号）につきまして

は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３，７００万円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９５億８，６００万円とするものでございます。 

 次に、承認第２号は、平成１９年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）で

ございますけれども、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３，６４５万

６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億９，６５７万円と

するものでございます。 

 続きまして、承認第３号平成１９年度阿波市老人保健特別会計補正予算（第３号）につ

きましては、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億４，６４０万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億６，２３７万６，０００円とするもの

でございます。 

 次に、承認第４号は、平成１９年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第５号）でござ

いますけども、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，３２５万７，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億６，７９３万２，０００円と
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するものでございます。 

 次に、承認第５号は、平成１９年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９１５万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，８８５万５，０００円とするもので

ございます。 

 次に、承認第６号は、阿波市税条例の一部改正につきまして、地方税法の一部改正に伴

い条例改正を行ったものでございます。 

 次に、承認第７号は、阿波市国民健康保険税条例の一部改正につきましては、後期高齢

者医療制度の創設に伴い関係法令等が改正されたことにより条例改正を行ったものでござ

います。 

 次に、承認第８号は、阿波市手数料徴収条例の一部改正につきまして、戸籍法の改正に

伴い条例改正を行ったものでございます。 

 次に、報告第１号は、平成１９年度阿波市一般会計継続費繰越計算書について、報告第

２号は、平成１９年度阿波市一般会計繰越明許費繰越計算書について及び報告第３号平成

１９年度阿波市水道事業会計予算繰越計算書については、それぞれ関係法例の規定に基づ

き繰越計算書について報告するものでございます。 

 次に、議案第４３号は、平成２０年度阿波市一般会計補正予算（第１号）につきまして

は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７００万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１６６億１，８００万円とするものでございます。 

 次に、議案第４４号は、平成２０年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４９万６，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億２，０４８万８，０００円とする

ものでございます。 

 次に、議案第４５号は、平成２０年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１３９万１，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３５億７，５５２万６，０００円とする

ものでございます。 

 次に、議案第４６号は、阿波市教育委員会委員定数条例の制定について、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第３条ただし書きの規定に基づき条例を制定し、阿波市教育

委員会の委員定数を６名とするものでございます。 
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 なお、本条例に関連する教育委員会委員任命の人事案件につきましては、定数条例制定

の議決をいただいた後に追加議案として提案をしたいと考えております。 

 次に、議案第４７号は、徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

に伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更については、地方自治法第２８６条第１項及

び第２９０条の規定により、徳島県市町村総合事務組合規約の一部改正について議会の議

決をお願いするものでございます。 

 次に、議案第４８号は教育委員会委員の任命について、議案第４９号公平委員会の委員

の選任について、議案第５０号から第５４号固定資産評価審査委員会委員の選任について

及び議案第５５号固定資産評価員の選任につきましては、６月２６日の本会議に説明をさ

せていただきます。 

 以上の議案について提案理由の説明を申し上げましたが、議案内容の詳細につきまして

は担当部長等より説明をいたしますので、十分ご審議の上、ご決議くださいますようお願

いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議長（稲岡正一君） 市長の提案理由の説明が終わりました。 

 補足説明を求めたいと思います。 

  八坂総務部長。 

○総務部長（八坂和男君） おはようございます。 

 それでは、承認第１号専決処分の承認を求めることについて補足説明をさせていただき

ます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成１９年度阿波市一般会計補正予算（第

５号）を別冊のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を

求める。平成２０年６月９日提出。 

 専決第１号平成１９年度阿波市一般会計補正予算（第５号）。既定の歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ１億３，７００万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１９５億８，６００万円とする。平成２０年３月２６日専決であります。 

 １ページめくっていただいて、２ページ、３ページ、お願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でありますが、主なものだけご説明をさせていただきた

いと思います。 

 ３ページの１０款地方交付税でありますが、補正額が３億１，４０３万円。これにつき

ましては、特別交付税が確定しましたので、当初で５億円計上してありましたので、残り
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の３億１，４０３万円を計上いたしております。 

 続いて、４ページ、５ページですが、４ページの１８款繰入金、補正額が１億９，８９

７万６，０００円の減額。これにつきましては、地域福祉基金一般廃棄物等周辺対策基

金、それから教育施設の整備基金、土地改良事業の基金等の繰入金を減額したものであり

ます。 

 また、２１款市債では、補正額が２億６，３５０万円の減、これにつきましては、合併

特例債（ケーブルテレビ事業等）に伴います減額、それからまちづくり整備事業債（学校

教育施設等）の市債を減額するものであります。 

 歳入合計としまして、補正前の額が１９７億２，３００万円、補正額が１億３，７００

万円の減、計で１９５億８，６００万円となります。 

 続いて、歳出でございますが、５ページ、２款の総務費では、補正額が９，３５０万

２，０００円、主なものとして１項の総務管理費では８，５４０万円の減。これにつきま

しては、ケーブルテレビ等の事業費の減に伴う補正でございます。 

 続いて、３款の民生費ですが、補正額が１億８，３５６万９，０００円の減。主なもの

として、１項の社会福祉費１億４，１０４万９，０００円の減。これにつきましては、国

保の繰出金の減額とか、重度医療扶助費の減額、障害者自立支援給付費等の減額が主なも

のでございます。 

 続いて、１枚めくっていただいて、６ページ、７ページですが、６ページの一番下にあ

ります１２款の公債費では７，７６５万円の減額。 

 続いて、７ページの１３款の緒支出金では、補正額が３億９，２９１万２，０００円。

これにつきましては、財政調整基金、減債基金、一般廃棄物、それから総合福祉施設の基

金費として計上をさせていただきました。 

 続いて、８ページ、９ページですが、第２表の継続費補正。１の変更でございますが、

ケーブルテレビ整備事業、補正前が４２億７，１４４万円、補正後が４２億７７４万円、

６，３７０万円の減額となっております。 

 また、第３表の繰越明許費補正でございますが、これにつきましては、総務管理費、農

地費、道路橋梁費、中学校費、補正前のトータルが６，７９０万円、補正後に５，９９５

万１，０００円、補正後では７９４万９，０００円の減額となっております。 

 続いて、９ページの第４表地方債の補正でございますが、補正前の計が２６億４，２０

０万円、補正後が２３億７，８５０万円、２億６，３５０万円が減額となります。 
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 以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。どうかご承認賜りますようにお願いい

たします。 

○議長（稲岡正一君） 吉岡市民部長。 

○市民部長（吉岡聖司君） おはようございます。 

 承認第２号専決処分の承認を求めることにつきまして、平成１９年度阿波市国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）につきまして補足説明をさせていただきます。 

 平成１９年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、既定の歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ１億３，６４５万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４５億９，６５７万円と定めるものでございます。この専決につき

ましては、毎年お願いをいたしておるものでございます。主な理由といたしましては、歳

入において国、県及び各種公共事業交付金等の額の確定、歳出につきましては、療養給付

費及び各種保険事業等の額が確定をいたしました。そのことによりまして専決処分であり

ますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 歳入補正予算の主なものにつきましてご説明をさせていただきます。 

 国民健康保険税で１，０２０万円、国庫支出金で８，３６３万６，０００円の減額、そ

れから療養給付費交付金で７，４６３万円、共同事業交付金で４，０７１万円の減額、繰

入金で１億２，２５１万５，０００円減額でございます。繰越金として１，９０１万６，

０００円でございます。 

 次に、歳出補正予算の主なものにつきましてご説明申し上げます。 

 保険給付費で１億１，８６８万３，０００円の減額、共同事業拠出金で３，９３７万

４，０００円の減額、保険事業費で１，０００万円の減額、諸支出金で３，４７５万９，

０００円となっております。 

 なお、詳しい内容につきましては、１０ページ以降をごらんになっていただきたいと思

います。 

 次に、承認第３号専決処分の承認を求めることについて、平成１９年度阿波市老人保健

特別会計補正予算（第３号）につきまして補足説明をさせていただきます。 

 平成１９年度阿波市老人保健特別会計補正予算（第３号）は、既定の歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ２億４，６４０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４７億６，２３７万６，０００円と定めるものでございます。この専決につきまし

ても、毎年お願いをいたしておるものでございます。主な理由といたしましては、歳入で
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支払基金交付金、国庫支出金、県支出金等の額が確定をいたしております。歳出につきま

して主なものにつきましては、医療給付費の額が確定したことによる専決処分であります

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 歳入予算の主なものにつきましては、支払基金交付金１億４，７１８万円の減額、国庫

支出金９，５３２万円の減額、県支出金で２，５３０万円の減額であります。歳出の主な

ものにつきましては、医療諸費で２億４，５２０万円の減額でございます。主に、医療給

付費の減額によるものでございまして、これは当初見込んでいた医療費が少なかったもの

であります。これに伴いまして、歳入であります支払基金交付金、国県支出金も減額とな

っております。 

 以上で平成１９年度阿波市老人保健保険特別会計補正予算（第３号）の概要説明を終わ

ります。ご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（稲岡正一君） 秋山健康福祉部長。 

○健康福祉部長（秋山一幸君） それでは、私の方から、承認第４号専決処分の承認を求

めることについて平成１９年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第５号）について補足

説明をさせていただきます。 

 今回の専決につきましては、介護保険事業につきまして事業費が確定しましたので、専

決処分をさせていただきました。平成１９年度の歳入歳出予算の総額を１，３２５万７，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３４億６，７９３万２，０００円とす

るものでございます。 

 歳入予算の主なものにつきまして説明させていただきます。介護保険料が１８２万２，

０００円、支払基金交付金が７７０万円の減額、県支出金が３１９万５，０００円の減

額、繰入金が４４８万円の減額。 

 歳出の主なものでございますが、総務費が１３７万５，０００円の減額、保険給付費が

２，４８３万８，０００円の減額、支払基金積立金が１，４８８万６，０００円の積み立

てでございます。これによりまして、基金は１億４，３００万円となります。諸支出金で

ございますが、減額の１９３万円、これは６５歳以上の１号被保険者につきまして保険料

の償還金の減額でございます。 

 以上、ご審議の上、ご承認よろしくお願いいたします。 

○議長（稲岡正一君） 吉岡市民部長。 

○市民部長（吉岡聖司君） 承認第５号専決処分の承認を求めることについて、平成１９
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年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について補足説明をさせていた

だきます。 

 平成１９年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、既定の歳入歳出

予算の総額から歳入歳出それぞれ９１５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１億１，８８５万５，０００円と定めるものでございます。この専決につきまして

は、毎年お願いをいたしておるものでございます。主な理由といたしましては、歳出予算

の事業費の額が確定をいたしましたので、歳出予算の減額、歳入予算の一般会計繰入金の

減額補正予算の専決処分でありますので、よろしくお願い申し上げます。 

 歳入補正予算の主なものにつきましては、繰入金９１５万円の減額、歳出予算の主なも

のにつきましては、一条西地区の施設管理費２６０万円の減額、柿原東地区施設管理費で

６５５万円の減額でございます。 

 以上で平成１９年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の概要説明を

終わります。 

 次に、承認第６号専決処分の承認を求めることについて、阿波市税条例の一部を改正す

る条例について補足説明をさせていただきます。 

 今回の改正は、地方税法等の一部を改正する法律の公布によりまして、関係政令及び省

令の改正に伴い条例の改正を行うものであります。 

 主な改正内容といたしまして、１点目で、個人住民税関係につきましては、個人住民税

の寄附金税制について地域に密着した民間活動や寄附金文化を一層促進する観点から、寄

附金を寄附金控除の対象とする制度を改正するとともに、ふるさとに対しての貢献または

応援をしたいという納税者の思いを実現する観点から、個人住民税の地方公共団体に対す

る寄附金税制を大幅に拡大するものでございます。 

 次に、公益法人制度改革に対応いたしまして、法人住民税の均等割につきまして、公益

社団、それから財団法人及び一般社団、財団法人に対しまして、最低税率を適用するなど

の規程の実施が行われます。 

 次に、上場株式等の配当及び譲渡益に係る税率につきましては、金融所得の一体化に向

け、平成２０年度末をもって軽減税率１０％を廃止いたしまして、平成２１年から２０％

とする。その際、円滑に新制度へ移行するための特例といたしまして、平成２１年、２２

年の２年間、５００万円以下の譲渡益及び１００万円以下の配当につきまして軽減税率を

１０％適用するものでございます。 
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 次に、公的年金受給者の納税の便宜や市町村における徴収の効率化を図る観点から、個

人住民税を公的年金から特別徴収制度を平成２１年１０月支給分から実施することとした

ものでございます。 

 ２点目につきましては固定資産税関係でございますが、省エネ改修が行われた既存住宅

に係る固定資産税の３分の１減額措置の創設が行われたものでございます。 

 以上、概略でございますが、阿波市税条例の一部改正についての概要説明を終わらさせ

ていただきます。 

 次に、承認第７号でございます。専決処分の承認を求めることについて、阿波市国民健

康保険税条例の一部を改正する条例について補足説明をさせていただきます。 

 健康保険法等の一部を改正する法律及び老人保健法の改正に伴う本年４月から後期高齢

者医療制度の創設、あわせて地方税法等の一部を改正する法律の一部改正等、後期高齢者

医療制度の創設に伴いまして関係法令等が改正されたことによります条例改正でございま

す。 

 主な改正点といたしましては、これまでの医療分、介護分のみの課税額に加えまして、

新たに後期高齢者支援金等の課税額を賦課します。ただし、税率につきましては、現行の

医療分の税率から分離する形で設定するため、全体の税率についての変更はございませ

ん。 

 ２番目といたしまして、賦課限度額につきましては、医療分で４７万円、後期高齢者支

援分で１２万円と変更になります。 

 なお、介護分につきましては、９万円で変更はございません。 

 ３番目に、低所得世帯に対する減額割合が、平成１９年度は６割軽減、４割軽減であり

ましたが、平成２０年度においては、地方税法第７０３条の５第１項及び第２項並びに地

方税法施行令第５６条の８９の規定により、前年度の応益割合が１００分の４５から５５

未満に推移したため、７割、５割、２割軽減と、軽減割合を拡大いたしております。 

 ４番目に、７５歳以上の被保険者の方が後期高齢者保険に移行することにより、残るこ

ととなった国保世帯の負担がふえる場合が考えられることから、次の経過措置を設けるも

のでございます。３点ほどございます。 

 １つ目が、後期高齢者保険へ移られた方も国保世帯における被保険者の人数に含めて、

軽減判定を５年間行うこととなっております。 

 ２番目には、７５歳以上の方が後期高齢者保険に移ることで、国保世帯としては単身世
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帯となる世帯につきましては、世帯割を５年間半額としております。 

 ３番目には、後期高齢者保険に移ることにより、被用者保険の扶養になっていた者が新

たに国保被保険者となった場合、旧被保険者に係る所得割額、資産割額の総額と旧被扶養

者に係る均等割額及び平等割額の２分の１を申請により２年間減免することになっており

ます。 

 施行期日。この条例は、公布の日から施行する。 

 適用区分といたしまして、改正後の阿波市国民健康保険税条例の規定は、平成２０年度

以降の年度分の国民健康保険税について適用し、平成１９年度分までの国民健康保険税に

つきましては、なお従前の例によるということでございます。 

 以上で阿波市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましての概要説明を終わ

ります。 

 次に、承認第８号専決処分の承認を求めることにつきまして、阿波市手数料徴収条例の

一部改正につきまして補足説明をさせていただきます。 

 主な改正事由といたしましては、戸籍法の改正に伴う地方公共団体の手数料の標準に関

する政令の一部改正による条例の改正を行うものでございます。 

 主な改正点といたしましては、戸籍法の一部改正によりまして、戸籍法の第１０条で、

何人でも戸籍謄本等の交付請求ができるという従来の戸籍の公開原則を改めまして、第三

者が戸籍謄本等の交付請求ができる場合を制限する法的措置が講じられました。このこと

によりまして、戸籍に記載されている者などによる請求、第三者による請求、本人確認

等、資料の提供等などの条文の細分化、改正されたため条文を引用している手数料の種類

の部分を改正するものでございます。 

 なお、金額につきましては、従来のとおり変更はございません。 

 附則で、この条例は、平成２０年５月１日から施行する。 

 以上で阿波市手数料徴収条例の一部改正につきまして概要説明を終わります。ご審議の

上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（稲岡正一君） 八坂総務部長。 

○総務部長（八坂和男君） 報告第１号平成１９年度阿波市一般会計継続費繰越計算書に

ついて、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、次のとおり報告する。 

 お手元の資料で説明をさせていただきます。 

 初めに、事業名でございますが、公有財産管理システム整備事業ということで、これに
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つきましては平成１８年、平成１９年度の２カ年度事業でありまして、平成１８年度では

８００万円、１９年度で６８０万円、トータルで１，４８０万円と、翌年度へ繰り越しを

お願いしますについては７７４万４，０００円となります。 

 続いて、２項の徴税費では、固定資産土地評価基礎資料作成業務として、これにつきま

しては３年間の事業であります。平成１８年度で７３７万８，０００円、平成１９年度で

は５６７万５，０００円、平成２０年度で６０４万７，０００円、総額が１，９１０万円

となります。翌年度への繰り越しをお願いいたしますのは、１，５００円であります。 

 続いて、８款の土木費ですが、道路台帳管理システム整備事業で、これにつきましては

２カ年度事業で、平成１８年度で２，５００万円、平成１９年度で２，５００万円、トー

タルで５，０００万円。これにつきましても、翌年度へ繰り越しいたしますのは、２，５

６７万１，５００円となります。継続費の総額が８，３９０万円、翌年度への繰越額が

３，３４１万７，０００円となります。 

 続いて、報告第２号ですが、平成１９年度阿波市一般会計繰越明許費繰越計算書につい

てですが、これも同じように、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、次のと

おり報告をするものであります。 

 これにつきましては、１項の総務管理費では、耐震診断委託業務として繰越明許をお願

いするわけですが、翌年度への繰越額５６２万６，０００円、これにつきましては５カ所

お願いしたわけですが、それぞれ現場の調査、コンクリートのはつりとか、コア抜き、そ

れに伴いまして騒音が発生いたしますので、日程調整に日数を要したわけであります。そ

ういったことで、評定の審査がおくれましたので、年度内に完了することが見込めないと

いうことで、繰越明許をお願いいたした次第であります。 

 続いて、２項の農地費、市単独農道改良事業、翌年度の繰越額が６５０万円、また道路

橋梁費では、地方道整備事業として９，７２０万円、周辺対策事業として４，０１０万

円、中学校費で、校舎補強判定委託業務として７７２万５，０００円。これにつきまして

は、それぞれ地元地権者との協議がうまく運ばなかったとか、吉野川北岸の農業の用水管

工事があるということで、調整に手間取ったということで、それぞれ繰越明許をお願いい

たした次第でございます。どうかご承認賜りますように、よろしくお願いいたしたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（稲岡正一君） 森本水道課長。 
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○水道課長（森本浩幸君） 報告第３号平成１９年度阿波市水道事業会計予算繰越計算書

について補足説明をさせていただきます。 

 地方公営企業法第２６条第３項の規定により、次のとおり報告する。 

 次のページをお開きください。 

 平成１９年度阿波市水道事業会計予算繰越計算書。地方公営企業法第２６条第１項の規

定による建設改良費の繰越額について説明いたします。 

 １款資本的支出、１項建設改良費。事業名、市単独事業（土成上水道テレメーター設置

工事）。予算計上額２，０００万円。支払い義務発生額０円。翌年度繰越額１，８５０万

円。 

 左の財源内訳として、国庫補助金０円、当年度損益勘定留保資金１，８５０万円、不用

額１５０万円、翌年度繰越額に係る繰り越しを要する棚卸資産の購入限度額０円。 

 説明といたしまして、計画の諸条件及び機器改良による工期の延長のためでございま

す。 

 以上、説明といたします。ご審議の上、ご承認くださいますようよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（稲岡正一君） 暫時休憩をいたします。 

            午前１０時５５分 休憩 

            午前１１時１１分 再開 

○議長（稲岡正一君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど水道課長よりご説明がありましたが、議員の皆さんで説明不足だと、少しわかり

にくいという点がございますので、再度水道課長より説明を願いたいと思います。 

 森本水道課長。 

○水道課長（森本浩幸君） 改めまして、補足説明をさせていただきます。 

 繰越計算書につきましてはただいま説明させていただきましたが、予算計上額、１２月

補正でお願いして２，０００万円というのを計上しております。支払い義務発生額、これ

は支出済額でございますが、これにつきましては０円でございます。そのうち、１，８５

０万円を翌年度へ繰り越し、これが必要とする分でございます。差し引き不用額として１

５０万円ということでございます。これにつきましては、１２月補正でお願いいたしまし

て、１月に工事指名審査委員会を経まして、入札をし、２月１日に工事の契約をして、工

事を今執行中でございます。契約の相手方につきましては、大手の三菱電機プラントエン
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ジニアリング株式会社でございます。１，８５０万円につきましては、入札による請負差

額ということでございます。若干下がっております。全体の７．５％ぐらい不要になった

ということでございます。 

 現在の進捗状況でございますが、工場での検査を終わりまして、先週から土成町でおき

まして機器の据えつけと配線工事を現在行っております。それが済みますと調整を行い、

６月中に竣工ということになっております。 

 それと、テレメーターということがわかりにくいということでご指摘をいただきまし

た。テレメーターというのは、「テレ」っていうのが「遠方の」というので日本語でござ

います、それと「メーター」というのが測定器。これを組み合わせました造語でございま

す。平たく言いましたら、オンライン、リアルタイムで集中監視するために用いられてい

る遠隔自動データ収集装置と、そういうふうなことでございます。 

 土成町につきましては、中央局装置が土成町の旧の水道課のところにあります。これは

受信装置といいまして、子局４カ所あるんですが、測定局から送信されてきたデータを収

集して、解析して、記録する装置でございます。 

 以上、補足説明とさせていただきます。 

○議長（稲岡正一君） 八坂総務部長。 

○総務部長（八坂和男君） それでは、議案第４３号平成２０年度阿波市一般会計補正予

算（第１号）、１ページ目でございますが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１億７００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６６億１，８００

万円とするものであります。 

 今回の第１号補正予算につきましては、主な財源として国庫補助金、県補助金、１９年

度の繰越金を主な財源といたしております。また、歳出では、４月１日付の人事異動に伴

います給与費の組み替え、職員共済組合負担金の率の改定がありました。また、地方道整

備事業で交付金事業の補助率がアップいたしましたので、それに伴いまして補正をさせて

いただきました。 

 それでは、説明をさせていただきます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 第１表の歳入歳出予算補正で、歳入でありますが、１４款の国庫支出金では、補正額が

４，３２２万２，０００円、これは国庫補助金であります。また、１５款の県支出金で

は、補正額が２，３３３万１，０００円、主なものとして県の補助金で２，１７９万１，

- 21 - 



０００円。１９款の繰越金では、前年度繰越金として３，５７９万７，０００円お願いを

いたしております。歳入合計が、補正前の額１６５億１，１００万円、補正額が１億７０

０万円、計で１６６億１，８００万円となります。 

 続いて、３ページの歳出でありますが、２款の総務費では、補正額が４，４７６万１，

０００円、主なものとして１項の総務管理費では３，９６６万７，０００円となっており

ます。 

 続いて、４ページお願いします。 

 ８款の土木費では、補正額が３，８８１万７，０００円、主なものとして、２項の道路

橋梁費で４，７１３万９，０００円が主なものであります。 

 歳出の合計が、補正前の額１６５億１，１００万円、補正額が１億７００万円、計で１

６６億１，８００万円となります。 

 続いて、事項別明細は省略をさせていただきまして、１０ページ、１１ページをお願い

いたします。 

 ２項の国庫補助金ですが、総務費国庫補助金として６７万２，０００円、これにつきま

しては、平成２１年５月２１日から裁判員制度が実施をされます。それに伴いまして、既

存の住基電算処理システム改修費交付金として、国から補助金をいただくものでありま

す。 

 続いて、８目の土木費国庫補助金では、４，２５５万円。先ほど申し上げましたよう

に、地方道路整備臨時交付金として４，２５５万円、これにつきましては当初予算で１億

５，５００万円の事業費で０．５５ということで予算をお願いしておりましたが、今回補

助金のアップということで、事業費が２億１，３００万円の０．６ということで、その差

額の分４，２５５万円を補正をさせていただきました。 

 続いて、１５款の県支出金ですが、２項の総務費県補助金では９００万円、市町村合併

特別交付金、それから６目の農林水産業費県補助金では１，１７０万１，０００円、とく

しま強い農林水産業づくり事業補助金であります。 

 それから、１９款の繰越金では、前年度繰越金として３，５７９万７，０００円お願い

をいたしております。 

 続いて、１４ページ、１５ページをお願いします。 

 歳出でございますが、先ほども申し上げましたように、人件費の補正が主なものとなっ

ておりますので、人件費については省略をさせていただきたいと思います。 
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 ２款の総務費、１項の総務管理費、２目の財産管理費ですが、補正額が１，１０８万

６，０００円。これにつきましては、委託料９８１万５，０００円。それから、次のペー

ジでございますが、１６ページ、１７ページ、一番上にあります県電子入札システム連動

機能構築業務委託料として３１５万円お願いをいたしております。 

 それから、６目の企画費では、１７ページにありますように、コミュニティー助成事業

補助金３７０万円。これにつきましては、梅ノ木原自治会遊具等について１２０万円、阿

波の土柱連で衣装、鳴り物等で２５０万円。３７０万円の助成事業が受けれるということ

であります。 

 続いて、２０ページ、２１ページ、お願いします。 

 ２款の総務費、４項の選挙費、選挙管理委員会費として６７万２，０００円。先ほど申

し上げましたように、裁判員制度が実施されますので、それに伴うシステムの改修委託料

として６７万２，０００円、新たにお願いをいたしております。 

 続いて、２８ページ、２９ページをお願いします。 

 ２９ページの下のほうにありますが、６款の農林水産業費、１項の農業費５目の農業振

興費で１，２５３万５，０００円。とくしま強い農林水産業づくり事業補助金として１，

２５３万５，０００円。これにつきましては、土成米穀生産組合ライスセンターの機器の

整備とか、ＪＡ阿波町のブロッコリーの製氷機等の機器の導入ということでお願いをいた

しております。 

 続いて、３２ページ、３３ページをお願いします。 

 ８款の土木費、２項道路橋りょう費、４目の地方道整備事業費では、補正額が４，８８

６万７，０００円。主なものとして、工事請負費４，５００万円、設計監理委託料は１８

０万９，０００円が主なものとなっております。 

 以上、簡単ですが、説明にさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（稲岡正一君） 吉岡市民部長。 

○市民部長（吉岡聖司君） 議案第４４号平成２０年度阿波市国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）につきまして、補足説明をさせていただきます。 

 １ページ目でございますが、平成２０年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４９万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億２，０４８万８，０００円と定めるもので

ございます。 
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 内容につきましては、医療費が阿波市の場合に全国平均よりも高いと。そういう市町村

で実施をいたします特別対策事業、その中には訪問健診等が実施されるわけでございます

が、それの医療費適正化特別対策事業の実施に伴いまして、今回補正予算で追加補正をお

願いするものでございます。 

 ２ページ目、３ページをおあけいただきたいと思います。 

 歳入予算の主なものにつきましてご説明をさせていただきます。 

 ６款の県支出金、補正額が２２６万５，０００円、補正前の額と合わせまして１億７，

６２６万５，０００円。主な歳入財源につきましては、主にこの予算でございます。 

 次に、歳出予算につきましてでございますが、ずっと飛びまして、１４ページ、１５ペ

ージをお開きをいただきたいと思います。 

 歳出予算につきましては、この８款保健事業費、２項の医療費適正化特別対策事業費、

１目の医療費適正化特別対策事業費で今回の補正額が２２６万５，０００円、補正前の額

を合わせますと、トータルで１，６５３万３，０００円でございます。その中身につきま

してでございますが、８節の報償費で１１万５，０００円。これにつきましては、特別対

策事業の中で運動教室講師謝礼で７万５，０００円、それから食事指導の栄養指導講師謝

礼で４万円、合計で１１万５，０００円。それから、需用費におきましては、特定健診の

パンフレットを作成する予定でございます。それから、次に備品購入費でございますが、

１４５万円。これにつきましては、訪問健診をする場合の車の購入費でございます。それ

とパソコン、プリンター等でございます。そういう内容でございまして、特別対策事業を

実施をしていきたいと、そのように考えております。 

 以上で平成２０年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についての概要説

明を終わらさせていただきます。ご審議の上、ご承認賜りますよう、どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（稲岡正一君） 秋山健康福祉部長。 

○健康福祉部長（秋山一幸君） それでは、議案第４５号平成２０年度阿波市介護保険特

別会計補正予算（第１号）について補足説明をさせていただきます。 

 既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，１３９万１，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ３５億７，５５２万６，０００円と定めるものでございます。 

 今回の補正予算につきましては、４月の定期異動によります給与費の組み替えと共済費

の負担増、また平成１９年度の事業精算によります国交付金への返還金が主なものでござ
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います。 

 ２ページ、３ページをお願いしたいと思います。 

 歳入の主なものについて説明させていただきます。 

 歳入、８款繰入金、減額の３２８万２，０００円、繰越金が１，３４４万円、歳入合計

が、補正前が３５億６，４１３万５，０００円、補正額１，１３９万１，０００円、計３

５億７，５５２万６，０００円であります。 

 歳出の主なものについて説明させていただきます。 

 １款の総務費として、補正額減額の３４４万６，０００円、地域支援事業費として１２

０万８，０００円、諸支出金として償還金及び還付加算金として１，３２１万円、補正前

の額が３５億６，４１３万５，０００円、補正額１，１３９万１，０００円、計として３

５億７，５５２万６，０００円と定めるものでございます。 

 １６ページ、１７ページをお願いしたいと思います。 

 ７款の諸支出金として、１項償還金及び還付加算金として、償還金補正額１，３２１万

円。この部分につきまして、先ほど申しました平成１９年度の精算払いによります国への

還付金が２０２万６，０００円、交付金として１，１１８万３，０００円が返還金となり

ます。 

 以上、ご審議の上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（稲岡正一君） 森口教育次長。 

○教育次長（森口純司君） 議案第４６号阿波市教育委員会委員定数条例の制定につい

て、補足説明をいたします。 

 阿波市教育委員会委員定数条例。地方教育行政の組織、運営に関する法律第３条ただし

書きの規定に基づき、阿波市教育委員会は６人の委員をもって組織する。 

 附則、この条例は、平成２０年７月１日から施行する。 

 今回、この条例の制定をお願いいたします理由でございますが、平成１９年６月２７日

に法律第９７号で地方教育行政の組織、運営に関する法律の一部を改正する法律が公布さ

れております。それで、本年４月１日から施行されております。 

 この法律の改正概要でございますが、教育委員会の体制の充実、また教育における地方

分権の推進が明確化されております。その改正を受けまして、阿波市におきましても教育

委員会の定数を６人、また法律の中で４月１日以降には保護者、委員のうちに少なくとも

１人の保護者を含めることが義務づけられておりますので、こういったことを受けまして
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条例制定をお願いいたすものでございます。ご審議の上、ご決議くださいますようお願い

いたしまして、補足説明といたします。 

○議長（稲岡正一君） 八坂総務部長。 

○総務部長（八坂和男君） 議案第４７号徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の数の減少に伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更についてでありますが、徳島

県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体でありましたみよし環境衛生組合が、平成

２０年３月３１日をもって解散するという届け出がありました。これに伴い、組合規約の

変更が必要となります。この変更には、地方自治法第２８６条第１項及び第２９０条の規

定により、関係する地方公共団体との協議を必要とするため、議会の議決を求めるもので

あります。 

 このみよし環境衛生組合の解散の理由でありますが、旧三好郡８カ町村で昭和３９年２

月６日に三好郡環境衛生組合が設立をされました。介護保険制度の導入を初めとして、住

民からの行政に対する需要は年々高度化、複雑化の一途をたどっています。このような現

状に適切かつ効率的に対応するためには、広域的な体制を見直し、再整備を行うことが喫

緊の課題となっております。このような課題に対応すべく、一部事務組合としてのみよし

環境衛生組合を発展的に解消し、平成２０年４月１日からみよし広域連合に移行させるた

め、平成２０年３月３１日をもってみよし環境衛生組合を解散するものであります。 

 以上、簡単ですが、説明といたします。 

○議長（稲岡正一君） 説明が終わりました。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 次回の日程を報告いたします。 

 次回は、１６日午前１０時より代表質問、一般質問であります。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

            午前１１時３４分 散会 
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